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公益目的事業 たたら製鉄の歴史と技術を保存、公開、実践することで日本の鉄文化を保護継承していく活動   

１）博物館等の展示（指定管理） 

①菅谷たたら山内および周辺施設 

   ・三軒⾧屋の令和 5 年度再開館イベント 令和５年４月３０日（日）無料開放 

・三軒⾧屋のハコモノ展示。※民具展示は民具整理が終わるまで保留。まずは、高殿 ・元小屋 ・ 

米倉・三軒⾧屋のハコモノ展示解説の充実を図る。 

   ・合間のスポット展:日本遺産パネル展示（@菅谷たたら山内） 

②鉄の歴史博物館 

★企画展の実施 

    ・テーマ:「内藤伸と吉田公園～子安観音堂ができるまで～」(仮題) 5～6 月頃 

    ・速報展「菅谷たたら山内を知る」（仮題）11 月初旬～12 月下旬、比較研究の成果展示 

        ・合間のスポット展:詳細未定（鉄の文化展示）（＠博物館） 

   ★展示・整理業務 

    ・常設展示の見直し:常設展示替えに向け、整理を進める。（5）調査研究・資料収集へ） 

    ・内藤伸記念館 2 階へ市保管の文化財の受け入れ準備 

★菅谷・鉄の歴史博物館共通:所蔵品の再リスト化、草刈り等の定期化、冬の防災訓練 

③出前展示 

   ・道の駅たたら場壱番地:8 月中、テーマ:たたら関連パネル展示、対象:一般 

   ・雲南市内図書館:10 月、テーマ:たたらの文化と道具展示、対象:子供 

④雲南市和鋼生産たたら体験交流施設 

当施設での事業運営は、下記「３）体験事業」のとおり。 

 

２）講座、セミナー、育成事業 

①鉄の歴史村の講演会:菅谷たたら山内総合文化調査報告会４ 

   継続する菅谷たたら山内総合文化調査の報告会の第４弾として実施する（抄録の作成）。 

10 月 14 日（土）開催 

②博物館講座:「たたら塾」 

   ＜たたら塾 地域学部会＞ 

    地域の人たちとともに、文化財研究活動を展開する。活動内容:民具整理。 

＜たたら塾 サポート部会＞ 

博物館事業に関するサポーターをボランティア活動員として募集し、生涯学習や自己研鑽 

の場としての活用を期待する。たたら文化伝道師検定合格者の参加枠。 
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③たたら伝道師検定 

   検定・・・期日未定 

   対策教室・・・試験開始までに年度内 3 回開催 

   バスツアーの開催・・・時期未定 

 

３）体験事業等（指定管理） 

①近代たたら操業（年３回実施） 

第 1 回 9 月 29－30 日 日本鍛冶学会様・雲南市様・三条市様【共催】 

第 2 回 10 月 28－29 日 ㈱たなべたたらの里様 

第 3 回 11 月 25－26 日 財団主催の実験操業:輸入砂鉄による操業【主催】 

②小たたら操業 

   「永田式小だたら」（年３回:6 月、３月、その他１回）【共催】 

    ※詳細は別紙参照。また、その他１回は、別添「稼働及び作業計画」を基に検討。 

③ペーパーナイフづくり体験、和鋼小刀づくり体験 

    ・このうち、ペーパーナイフづくり体験は、 「しまね家庭の日」毎月第 3 日曜日は、家族連れ 

のうち、1 名無料とする。 

※R5 年度は特に秋にたたら操業が立て込むので、人員不足により開催不可能日が予想さ 

れる。ホームページ上に受け入れ可能な日のカレンダーを掲示。 

④写生大会プラス 

対象:小中学生、期日:8 月 20 日（日）を予定 

⑤炭焼き体験 

炭焼き体験ができるかを計画。案）田井小学校の炭窯をお借りする等 

 

４）表彰・コンクール 

  鉄歴写真部 期日:2 月頃 

 

５）調査研究・資料収集 

①菅谷たたら山内とその周辺におけるたたら製鉄の比較研究 

②鉄の歴史博物館の展示替え 

   調査研究体制を整え、館の展示替えを行うとともに、収蔵品の調査、目録の再作成。 

  ③文化財の蒐集・受け入れと整理 

④たたら唄の資料収集と調査 

⑤歴史文化活動に関する助成金申請 
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   調査研究、資料収集に必要な事業費を見込む場合、助成金の申請を行う。 

 

収益事業 博物館等公開展示施設における商品の販売                                  
１）（過去の財団操業で製作した）鉧、半製品の販売 

２）オリジナル商品の開発、販売  

   ・ 「財団鍛冶職人謹製ペーパーナイフ」の販売 

   ・鉧ボトル（改良版）、ポストカード（図柄変更）、「かつらのか」等の販売 

   ・製品としての小刀の販売（仮） 

３）受託商品販売 

４）たたら文化伝道師検定 

   ・テキスト、赤本、検定料収入 

 

管理部門                                                         

１）賛助会員の確保と普及活動 

①会員募集 － 個人会員（年会費一口 5,000 円）、団体会員（年会費一口 30,000 円） 

    ・会員特典の充実・・・会員対象の講演会実施（youtube 配信）、企画展リーフレット・ 

鉄の歴史村の講演会抄録等の冊子配布等。 

   ②賛助会誌年３回発行 

２）情報発信:情報発信頻度を増やす。一部専門家に外部委託。 

①ホームページの活用、②ブログ、インスタグラムの活用、③ツイッター・フェイスブックの 

新規開設、④各種観光情報誌への情報掲載（現在:『まっぷる松江・出雲』予定） 

 ３）理事会の開催 

    ・開催時期:令和 5 年６月および令和 6 年３月 

そのほか必要な場合に随時臨時理事会を開催 

    ・主な決議事項:令和 4 年度事業報告及び収支決算の承認 

            令和 6 年度事業計画及び収支予算承認の件 

            その他法令又は定款で議決を必要とする事項 

 ４）評議員会の開催 

    ・開催時期:令和 5 年６月および令和 6 年３月 

そのほか必要な場合に随時臨時評議員会を開催 

    ・主な決議事項:令和 4 年度事業報告及び収支決算の承認 

            令和 6 年度事業計画及び収支予算承認の件 

            その他法令又は定款で議決を必要とする事項 


